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(2) 「単元で学ぶ」授業改善 実践事例                                                 

ああイ 実践事例２ 第５学年 「伝記を読んで『すごい』を伝えよう」     

               (教材 「手塚治虫」東京書籍 ５年下) 

                

  ◯実践校における課題の焦点化 

    「記述式の問題に無解答が多いこと」 

    「文章を読んで自分の考えを書くことや感想を述べること」 

   

◯課題の解決に向けて必要な力 

    「求められた様式に合わせて書く力」 

    「文章を読んで自分の考えを書く力」 

   

◯課題の解決に向けた具体的な手立て 

  ［手立て１］「宮沢賢治」のモデル感想文を提示し、「書き技」を見付け、参考にさせる。    

  ［手立て２］自分の考えを書くことへの抵抗を減らすために、スモールステップで手立てを打つ。 

        ・「宮沢賢治」のモデル感想文での学びをマイ感想文につなげる。 

・読み取りの視点(『すごい』を見付ける視点)と、感想をもたせるための視点(自分と

結び付ける視点)を明確にさせる。 

・語彙を広げるために、「ことばの資料」を活用させる。 

  ［手立て３］単元を通した言語活動として、「モデル感想文を参考にしてマイ感想文を書こう」を位

置付け、学習読書を促す。 

  ［手立て４］児童が考えを広めたり深めたりする場として、一人学びとグループ学びを設定する。 

  ［手立て５］振り返りで、キーワードを使って「学習して分かったこと」をまとめさせ、「自分がで

きるようになったこと」を書かせることで、自分の学びを自覚させる。 
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ああああああああああ  第５学年 実践事例                

                                                   

１ 単元名  伝記を読んで『すごい』を伝えよう 

        ～モデル感想文を参考にしてマイ感想文を書こう～ 

       

教材 「手塚治虫」  (東京書籍 ５年)  

                  

２ 単元について   

 (1) 児童観 

   本学級児童の国語授業に関するアンケートでは、「あなたは国語の授業が好きですか？」という問い

に対し、81.8％の児童が「好き」「まあまあ好き」と答えている。内容別にたずねても、漢字・言語の

学習や文学的な文章の学習を好む児童が多い。また、読書を好む児童が多く、休み時間には熱心に読

書活動に励む児童の姿は多くみられる。 

   しかし、国語や読書を好む児童が多い一方、４月に行われた学習状況調査の本校５年生の傾向を見

ると、無解答率の高さが気になる。実際の調査の様子を観察すると、自分の考えを書いたり、条件に

合わせて書いたりする記述式の設問に対して、途中で書くことをあきらめたり、最初から書こうとし

なかったりする児童の姿も見られた。５年生の設問の中で一番無解答が多かった問題は、物語のおも

しろさを条件に沿って友達に紹介する記述式の設問であった。また、誤答の 26.7％の児童についても、

きちんと理由を挙げて感想を述べることができていなかった。 

 

３の三 教材文「赤いろうそく」 新美南吉 

出題の趣旨 「文章の中心に気を付けて読み、理由を挙げて感想を述べる」 

正答 53.4％ 誤答 26.7％ 無解答 19.8％ 

    

確かに、読書感想文を苦手とする児童は多く、夏休みの課題に多数の児童が戸惑っていた。そこで、

２学期「注文の多い料理店」を学習した後、「宮沢賢治」を読ませ、原稿用紙 1枚程度で感想文を書く

という学習を設定した。ほとんどの児童が、原稿用紙１枚程度は、書いたものの、いくつかの事実描

写を取り上げて並べているだけの文章や、印象深く残った行動描写を「すごい」という言葉のみで表

現している文章が多数見られた。「もし、自分だったら…」とか「自分も同じようなことが…」など、

自分の考えや思いとつなげて書いている児童は 18％にとどまった。 

以上のことから、本学級の児童は、課題に対して書こうという意欲はあるものの、伝記をどのよう

に読み、どのように感想文を書けばよいのかを理解していないことがうかがえる。また、自分の考え

や思いを表現するための語彙力が、まだ十分に備わっていないともいえる。 

 

(2) 教材観 

教材「手塚治虫」は、漫画家手塚治虫の生き方を取り上げた伝記である。伝記を初めて学習する

子供にとって、アニメ「鉄腕アトム」などの作者である手塚治虫の生き方を学ぶことで、伝記に興

味をもつことが期待できる。また、５つの章から成り、時系列に記述されているので、子供たちに
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は理解しやすい文章構成といえるだろう。更に、取り上げられている出来事には、手塚治虫の漫画

への情熱と努力が表れているものが多い。また、いじめ体験など子供が自分と関係付けて考えやす

い事柄も取り入れられているので、子供たちが自分を見つめ直し、自分の生き方について考える言

語活動を行うのに適した教材といえるだろう。 

 

(3) 指導観 

本単元では、伝記を読んで対象人物の『すごい』と思った事実描写や説明を取り上げ、感想文を参

考にしながら自分にしか書けないマイ感想文を書く活動を、単元を通した言語活動として位置付ける。 

具体的な手立てとして、 

① モデル感想文を提示し、「書き技」を見付けてまとめさせる。 

まず、マイ感想文を書くためには、良い感想文について知ることが大切である。そこで、５種類の

モデル感想文を提示し、児童に、モデル感想文の中の構成や表現の工夫、真似してみたいことを見付

けさせる。それを「書き技」としてまとめていくことで、児童全員がどのように書けばよいかを共有

することができると期待した。 

② 教材文を俯瞰的に読み、自分が考える『すごい』を見付け出させる。 

対象人物の経歴を順に追って読んでいくのではなく、全文を通して自分が『すごい』と思った対象

に付箋を付けさせていく。『すごい』を見付ける視点として、対象人物の業績・行動・考え・残した言

葉・エピソード・周りの人との関わり・周りへの影響・作品・生き方などを話し合って決めさせた。

付けた付箋を取捨選択しながら、自分の考えや思いとつなげさせていった。 

  ③ 自分の考えを明確にもたせる。 

   モデル感想文を基に、対象人物と自分を結び付ける視点を話し合わせた。自分はどう思うか、自分

だったらどんな行動をするか、自分が学んだことは何かなど、自分と比較したり、置き換えたりする

ことで、具体的な自分の思いや考えを明らかにさせていった。 

④ 本教材を学習後、自分が選んだ伝記で「マイ感想文」を書かせる。 

   学級文庫に伝記の本を揃え、学習読書を推進した。「手塚治虫」の学習後、自分が選んだ伝記で「マ

イ感想文」を書く学習を行い、感想文を書く力を高めることができると考えた。モデル感想文を参考

にしながら感想文を書く方法を「知って」「使って」「活用する」単元計画を立てることで、感想文の

学習方法を習得することができると考えた。 

⑤「ことばの資料」や国語辞典を活用させる。 

   自分の考えや思いを適切に表すことができるように、「ことばの資料」や国語辞典を手元に置いて学

習を行った。これらを使いながら、自分の考えや思いに一番近い「ぴったり合う言葉」を考える活動

を取り入れることで、語彙力の向上を図った。 

 

このような指導の視点をもって、マイ感想文を書く活動を行うことで、課題であった「文章を読ん

で自分の考えを書くことや感想を述べること」の解決を目指した。この学習を通して、児童に「様式

に合わせて書く力」が身に付いたことを自覚させ、感想文を書くことに自信を持たせたいと考えた。 

 

３ 単元の目標 

 ◎対象人物の生き方に対する自分の考えを明確にもち、感想文を書くことができる。 
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〇伝記の特徴を理解し、事実や意見などを押さえて読み取ることができる。 

  

４ 単元の評価規準 

国語への関心・意欲・態度 読む能力 書く能力 

・進んで伝記を読み、マイ感想

文作成に意欲的に取り組もう

とする。 

・伝記を俯瞰的に読み、対象人

物の『すごい』と思う事実記

述や説明を見付けることがで

きる。 

・伝記に描かれた対象人物の行

動や生き方と自分の経験や考

えを結び付けて感想を書くこ

とができる。 

 

５ 指導と評価の計画(全８時間) 

次 時

間 
学習内容 指導上の留意点 

評価規準【 】と 

評価方法( ) 

一 １ 

 

 

 

 

 

 

２ 

 

 

 

○学習の見通しを持つ。 

・伝記について知る。 

・学習のゴールの姿を知り、

モデル感想文から感想文

をかくための「書き技」

を見付ける。 

 

○伝記「手塚治虫」に出会

う。 

・新出漢字や難しい言葉の

意味調べをする。 

・さまざまな人物の伝記を用意

し、伝記への興味を持たせる。 

・５種類のモデル感想文を提示 

し、感想文を書くときに取り

入れたい視点を見付けさせ

る。 

 

・時代の違いで分かりづらい

言葉は、事前に例示し、そ

の中から選択して意味調べ

をさせる。 

【関・意・態】 

・モデル感想文を読み、感

想文の「書き技」を意欲 

的に見付けることができ

る。 

(行動観察) 

二 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 

 

 

 

５ 

 

 

○教材「手塚治虫」を読む。 

・「手塚治虫」の『すごい』

と思う事実描写を見付け

る。 

 

 

 

 

 

○「手塚治虫」の『すごい』

と思う事実描写と自分を結

び付けて考える。 

 

○「書き技」を使って、感

想文を書く。 

・原稿用紙 1枚程度で書く。 

・５つの章の内容の大体を確認

し、自分が『すごい』と思う 

事実描写等に付箋を付けさせ

る。 

 

 

 

 

 

・取り上げた『すごい』記述と 

自分の考えを結び付ける視点

を与えて、感想を書かせる。 

 

・モデル感想文を参考にして、 

字数など共通の「書き技」を 

確認する。 

【読】 

・「手塚治虫」の生き方を 

概ね理解し、『すごい』

と思う記述を取り上げ

ることができている。 

(ワークシート・発言) 

 

 

 

【書】 

・「手塚治虫」の事実描写 

と自分の経験や考えを結

び付けた感想が書けてい

る。 

(ワークシート・発言) 

 

(『すごい』を見付ける視点) 

業績・行動・考え・残した言葉・エピソード・周りの人

との関わり・周りに与えた影響・作品・生き方 
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６ 

 

 

 

 

 

・常体か敬体かを揃える。 

・構成 

(はじめ) ～な人 

(な か)  事実描写+自分の考え 

(おわり) これからの自分 

 

 

 

 

○友達のマイ感想文の「書

き技」を見付ける。 

 

 

 

○次時の学習を知る。 

 

・自分の考えに「ぴったり合う 

 言葉」を使えるように、資料 

や国語辞典を活用するように

助言する。 

・感想文を書き上げるのに掛か 

る時間には個人差が出るため、

書き終わらなかった児童には、 

個別指導を行う。 

 

・グループで友達のマイ感想文 

 を読み合い、「書き技」を効果

的に使っている部分を見付け、

付箋を付けさせる。 

 

・自分が選んでいる伝記を確認 

する。 

【読・書】 

・「手塚治虫」の生き方を 

通して自分を見つめ直し

て、自分の考えを明確に

もつことができている。 

(ワークシート) 

 

                             

 

【関・読】 

・友達の作品のよいところ

「書き技」を意欲的に見

付けることができる。 

(行動観察・付箋) 

三 ７ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８ 

 

 

○自分が選んだ伝記でマイ

感想文を書く。 

①『すごい』と思ったところ

に付箋を付ける。 

②その事実描写に対して、自

分を結び付け、自分の考え

や思いを書く。 

③②の内容から、対象人物が

【～な人】かを考える。 

④大まかな構成を考えて、原

稿用紙に書く。 

 

○３人グループで感想文の

発表会を行う。 

 

 

 

 

   

 

○クラス全員の感想文集を

作成する。 

・「手塚治虫」の感想文をどのよ

うな手順で書いたのかを確認

する。 

・自力でマイ感想文が書けるよ 

うに励まし、「ことばの資料」 

 を使って「ぴったりの言葉」 

を探すように促す。 

 

 

 

 

 

・小人数で発表会を行い、「書き

技」が効果的に使われている 

ところに付箋を付けて、「ほめ

ほめカード」に記入させる。 

・「ほめほめカード」を基に交流

させ、互いの良さを認め合わ 

せる。 

 

・感想文集の最終ページに、単 

 元を振り返って、学んだこと 

 を記述させる。 

【読・書】 

・自分が選んだ対象人物の

業績や行動などから生き

方を読み取り、自分と結

び付けてマイ感想文を書

くことができる。 

(ワークシート) 

 

 

 

 

 

【関・読】 

・友達の作品のよいところ

「書き技」を意欲的に見

付けることができる。 

(行動観察・付箋) 
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第５学年 実践事例(１時目) 

１ 本時の目標 

   モデル感想文を読み、感想文を書くための「書き技」を見付けることができる。 

 

２ 本時の展開(全８時間 本時１／８) 

学習活動 指導上の留意点(○)及び評価(◇) 

１ 伝記について知る。 

 

 

 

２ 単元の学習の見通しをも

つ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ モデル感想文を読み、感

想文を書くための書き技を

見付ける。 

 

 

  

  

・Ａのモデル感想文に使われ

ている「書き技」を考える。 

(クラス学び) 

・児童の意見 

 

○プレゼンテーションで様々な分野の伝記を紹介し、偉大な業績を

残した人の一代記が伝記であることを知る。また、最近では亡く

なっていない人でも伝記として書物化されていることを知らせ

る。 

○単元の学習課題を知らせ、担任が考えているゴールの姿を示す。 

 

 

 

 

○教室に用意した伝記文庫を紹介し、教材「手塚治虫」と自分で選

んだ伝記の感想文を書くことを知らせる。 

 

 

 

 

 

 

 

教室に設置した「伝記文庫」  

学校図書館＋公立図書館＝ 200 冊程度 

○モデル感想文を５種類準備し、じっくり読ませる時間を確保する。

モデル感想文は、既習学習「注文の多い料理店」の感想文とする。

「宮沢賢治」の感想文は、「注文の多い料理店」の学習終了時に、

児童も書いているので、書き技を見付けやすいと考える。 

 

 

 

○Ａのモデル感想文から、うまいと思った表現や真似してみたいと

ころを見付け出させ、「書き技」とすることを知らせる。 

 

 

 

《めあて》 「宮沢賢治」のモデル感想文を読み、「書き技」を見付けよう。 

伝記を読んで『すごい』を伝えよう 

 ～モデル感想文を参考にして、マイ感想文を書こう～ 
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・モデル感想文Ｂ・Ｃ・Ｄ・

Ｅの「書き技」をグループ

で話し合いながら見付けて

いく。(グループ学び) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 感想文の「書き技」をまと

める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

モデル感想文Ａから見付け出した「書き技」 

○みんなで見付けたＡのモデル感想文の「書き技」をもとに、Ｂ・

Ｃ・Ｄ・Ｅのモデル感想文の書き技をグループで話し合いながら、

見付けさせる。 

○グループで見付けた「書き技」は、「書き技」ごとに紙に書かせ、

拡大したモデル感想文に貼って行かせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

各グループで見付けた「書き技」  

 

○各グループの「書き技」を掲示し、いろいろな「書き技」を使っ

て、事実描写と自分の考えを結び付けていることを押さえる。 

 

 

 

 

 

 

・「はじめ」に、（  ）

な人と書いてある。 

・『すごい』ではなく、別

の言葉が使ってある。 

・自分なら、どうするか

が書いてある。 

・自分と比べて書いてあ

る。 
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５ 次時に教材「手塚治虫」を

読むことを知らせる。 

モデル感想文から共通して見付け出し、まとめた「書き技」 

 

 

３ 本時の評価  

評価規準 5 種類のモデル感想文から「書き技」を意欲的に見付けることができる。 

判断の基準 十分満足できる状況(Ａ) おおむね満足できる状況

(Ｂ) 

努力を要する状況の児童 

への支援(Ｃ) 

モデル感想

文から感想

文を書くた

めに「書き

技」をグル

ープで協力

して見付け

ることがで

き て い る

か。 

グループ(4 人)で意見を出

し合いながら、事実描写と

自分をどのように結び付

けているか、「書き技」を

見付け出し、意欲的に板書

作業を行っている。 

 

 

 

グループ(4 人)で意見を出

し合いながら、「書き技」を

見付け出し、意欲的に板書

作業を行っている。 

 

話合いに参加できない児童 

 友達の意見を聞いてワー

クシートに書くことで理解

するように助言する。 

 

話合いが滞っているｸﾞﾙｰﾌﾟ 

 モデル感想文Ａの板書を

参考に同じ「書き技」を探

すように助言する。 

評価の方法 発言・広用紙の記述・振り返り・行動観察 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

                              

１時目の板書           

① 原稿用紙 1枚程度にきちんとおさまっている。 

② 「はじめ」「なか」「おわり」に構成されている。 

③  常体か敬体か揃っている。 

④ 事実描写に対して自分の考えを明記している。 
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第５学年 実践事例(２時目) 

１ 本時の目標 

  教材文「手塚治虫」に出てくる新出漢字や難しい言葉を調べ、理解することができる。 

 

２ 本時の展開(全８時間 本時２／８) 

学習活動 指導上の留意点(○)及び評価(◇) 

１ 教材文「手塚治虫」に出

会う。 

 (時間：15分程度) 

 

２ 本時のめあてを知る。 

 

 

３ 意味調べをする。 

  (一人学び) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 学習を振り返る。 

 ・国語辞典の引き方 

・難しいことばの理解 

○電子黒板の音声教材を使用し、教材文を読んでいく。難しい漢字

や難しい言葉をチェックしながら読み進めるように事前に指示を

出す。 

 

 

 

 

○一人一冊の国語辞典を持たせる。 

○難しい言葉を見付けることが困難な児童もいるため、時代の違い

で分かりづらい言葉(戦争用語)や難しいと思われる言葉を黒板に

板書する。自分で言葉の意味を説明できるようにする。 

≪学校の国語辞典に そのままでは載っていないもの≫ 

○「大目玉をくらう」 

 「大目玉」の「大」はその程度を表現している言葉なので、「目玉」

を調べるように助言する。 

○「奮い起こす」 

 「奮い」…を探していくと、同義語「奮い立つ」＝「奮い起こす」

と明記してあるため、「奮い」で探すように助言する。  

 

○２つの項目で今日の学習を振り返らせる。 

３ 本時の評価  

評価規準 難しい言葉を国語辞典で調べ、理解することができている。 

判断の基準 十分満足できる状況(Ａ) おおむね満足できる状況

(Ｂ) 

努力を要する状況の児童 

への支援(Ｃ) 

難しい言葉

を国語辞典

で意欲的に

調べている

か 

ワークシート(意味調べ 11

個可能なもの)に、難しい

言葉を選び、意欲的に意味

調べを行い、的確な意味を

選ぶことができる。 

ワークシート(意味調べ 11

個可能なもの)に、難しい言

葉を選び、意味調べを自力

で行うことができる。 

個別支援 

言葉が載っているページ近

くまで一緒に探し、最後は

自力で見付けさせる。 

評価の方法 ワークシート・振り返り・行動観察 

《めあて》教材文「手塚治虫」に出てくる難しいことばの意味を国語辞典で調べよう。 
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第５学年 実践事例(３時目) 

１ 本時の目標 

   教材文「手塚治虫」の内容の大体を読み、『すごい』と思う事実描写を見付けることができる。 

 

２ 本時の展開(全８時間 本時３／８) 

学習活動 指導上の留意点(○)及び評価(◇) 

１ 教材文「手塚治虫」が５

つの章に分かれていること

を確認する。 

２ 本時のめあてを知る。 

 

 

３ 教材文「手塚治虫」を読

む。 

・付箋を付ける 

 

 

 

 

 

４ 自分が見付けた『すごい』

を３～５程度に絞り、ワー

クシートに記入する。 

 

 

５ 友達が選んだ『すごい』

を知る。 

 

６ 学習を振り返る。 

  

○ワークシートに５つの章の小見出しを書かせ、各章の時代の対象

人物の年齢を想像させる。伝記は、誕生から亡くなるまでの経緯

について書いてあることが多いことを知らせる。 

 

 

 

○『すごい』と思う事実描写に付箋を付けさせる。 

○数多く付ければよいというものではなく、ある程度厳選して付箋

を付けていくように助言する。 

◯付箋を付ける視点を提示する。 

 

 

 

 

○ワークシートに書く場合は、内容を要約して書かせる。 

 教材文の記述をそのまま書き写してもよい。 

○特に『すごい』と思った事実描写を１つ選んで色画用紙に書かせ、

全員分を黒板に掲示する。 

 

○人それぞれに『すごい』と思う見方が違うことを認め合う。 

 

 

○『すごい』と思う事実描写を選び、付箋を付けることができたか、

それを要約してワークシートに記入することができたかについて

自己評価させる。 

 

３ 本時の評価  

評価規準 「手塚治虫」の人生を読み、『すごい』と思う事実描写を見付けることができる。 

判断の基準 十分満足できる状況(Ａ) おおむね満足できる状況

(Ｂ) 

努力を要する状況の児童 

への支援(Ｃ) 

『すごい』

と思う事実

本文の内容を正確に読み

取り、『すごい』と思える

『すごい』と思える事実描

写を選び、ワークシートに

・付箋を付けていない児童

への手立て 

《めあて》教材文「手塚治虫」を読み、自分が『すごい』と思う事実を見付けよう。 

【付箋を付ける視点】 

 ・行動(したこと)・考え・残した言葉・周りの人との関わり・周りに与えた影響 

 ・作品・生き方 など 
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をワークシ

ートに書け

ているか。 

事実描写を的確に選んで

ワークシートに明記して

いる。 

明記している。 事実描写の例をいくつ

か挙げ、選択させる。 

 

評価の方法 ワークシート・振り返り・行動観察 

 

第５学年 実践事例(４時目) 

１ 本時の目標 

   教材文「手塚治虫」の『すごい』と思う事実描写と自分の思いや考えを結び付けることができる。 

 

２ 本時の展開(全８時間 本時４／８) 

学習活動 指導上の留意点(○)及び評価(◇) 

１ 前時を振り返る。 

 

 

 

 

２ 本時のめあてを知る。 

 

 

３ 自分とどのように結び付

けるかを知る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 自分が見付けた『すごい』

と自分を結び付けたコメン

トを書く。 

 

５ 友達と感想を交流する。 

６ 学習を振り返る。 

  

○友達がどんなところに『すごい』と思っているかを確認させる。 

○モデル感想文を提示し、事実描写だけが書かれているのではない

ことに気付かせる。 

○事実描写だけでなく、自分と結び付けて書くことで、自分の思い

や考えがより伝わることを話し合わせる。 

 

 

 

○自分と結び付ける「書き技」をモデル感想文から確認する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○支援を必要とする児童のワークシートを使って、クラスみんなで

どのように自分と結び付ければよいかを考えていく。 

○付箋に書き込み、ワークシートに貼り付けさせる。 

 

○友達がどのように事実描写と自分を結び付けているかを確認させ

る。 

○結び付け方が理解できたか、自分が見付けた『すごい』と結び付

けることができたかを自己評価させる。 

《めあて》 「手塚治虫」の『すごい』を自分と結び付けて考えよう。 

【自分と結び付ける方法】 

①自分と比べる      モデルＡ 「私なら…」「とうていまねできない。」 

モデルＢ 「～。これは自分にできそうにない。」 

モデルＣ 「私だったら…」「もしも家族だったら…」 

モデルＤ 「私もまわりに優しくしようと思いますが…」 

モデルＥ 「私だったら…」 

②これからの自分   モデルＡ・Ｂ・Ｃ・Ｄ・Ｅ 

「賢治のように…  ～になりたい。」 

                            「賢治のメッセージを受け止め、～していきたい。」 
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３ 本時の評価  

評価規準 『すごい』と思う事実描写と自分を結び付けることができる。 

判断の基準 十分満足できる状況(Ａ) おおむね満足できる状況

(Ｂ) 

努力を要する状況の児童 

への支援(Ｃ) 

事実と自分

を結び付け

たコメント

が書けてい

るか。 

自分と結び付ける「書き

技」を理解し、自力で付箋

に自分と結び付けたコメ

ントが書けている。 

モデル感想文の中の「書き

技」を真似しながら、自力

で付箋に自分と結び付けた

コメントが書けている。 

『すごい』と思った事実描

写に対して、「書き技」を１

つずつ紹介しながら、コメ

ントが書けそうなものを探

させる。 

評価の方法 ワークシート・振り返り・行動観察 

 

第５学年 実践事例(５時目) 

１ 本時の目標   

モデル感想文を参考にしながら、教材文「手塚治虫」のここが『すごい』と思う行動や生き方と

自分の経験や考えと比べながら、感想文を書くことができる。 

 

２ 本時の展開 

過

程 
学習活動 指導・支援および評価 

つ

か

む 

 

見

通

す 

 

 

 

 

 

 

書

く 

 

 

 

 

１ 前時の授業を想起する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 本時のめあてを確認する。 

 

 

 

・モデル感想文を参考にして

感想文の構成を知る。 

・「ことばの資料」の使い方

○前時に学習したモデル感想文を参考にしたい「書き技」に

ついて振り返らせ、その活用の意欲を喚起する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ワークシートから、自分が取り上げている事実とそれに対

する自分の考えや思いを確認する。 

 

 

 

 

○板書を原稿用紙 1枚に見立て、「はじめ」「なか」「おわり」

に何を書けばよいかを視覚的に示す。 

○具体的例を示し、自分の思いに「ぴったり合う言葉」を見

《めあて》 手塚治虫の『すごい』と思った事実と自分の考えや思いをつなげ、

自分にしか書けない感想文を書こう。 

感想を書こう。(仮…子供たちと共に学習を見通してめあてを作成する)  

《モデル感想文を参考にしたい「書き技」》 

➀ 原稿用紙 1枚程度 

②  常体か敬体かそろえる。 

➂ 構成を「はじめ」「なか」「おわり」とする。 

・「はじめ」 ～な人 

  ・「なか」 教材文の事実描写＋自分の考えや思い 

  ・「おわり」 手塚治虫の生き方から学んだこと 
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ふ

り

か

え

る 

を知る。 

 

３ マイ感想文を書く。 

・マイ感想文作成 

(一人学び) 

 

 

 

 

 

 

４ 友達の作品を読みながら

本時を振り返る。  

 

付けるために資料や国語辞典を使うように促す。 

○書き出しに戸惑う児童は、モデル感想文Ａ～Ｅを真似して

書いてもよいことを伝える。 

○児童の活動状況をみて、書き進められない児童には個別支

援を行う。 

○レディネス調査結果から、自力で感想文が書けないと予測

される児童に対しては、自分の思いや考えのところだけで

も自力でかけるように穴あきの感想文を用意しておく。 

○本時に書いた友達の作品(未完成でも可)を電子黒板に提

示し、事実描写と自分の思いや考えを結び付けている部分

を見付けさせる。 

○次時までにマイ感想文を仕上げ、友達の作品のよいところ

を見付けあう活動をすることを伝える。 

 

３ 評価計画 

項

目 
評価規準 Ａ よくできる Ｂ 概ねできる Ｃ 手立て 

評価の 

方法 

 

評 

 

価 

手塚治虫が取っ

た行動や言った言

葉を取り上げて、 

自分の考えを明確

に持つことができ 

る。 

手塚治虫の『すご

い』と思った事実と

自分の考えや思い

をつなげて、自分に

しかかけないマイ

感想文が書けてい

る。 

モデル感想文を

参考にしながら、

「書き技」を効果的

に使い、資料等を活

用できている。 

手塚治虫の『す

ごい』と思った事

実と自分の考え

や思いをつなげ

て、マイ感想文が

書けている。 

 

児童のワークシー

トを使って、マイ感

想文の書き方を確認

する。 

書けないと予想さ

れる児童には穴あき

の原稿用紙を用意し

ておく。 

 作業が滞っている

部分の書き出しを例

示し、続きを考える

ように声を掛ける。 

感想文 

 

第５学年 実践事例(６時目) 

１ 本時の目標 

  友達の「手塚治虫」の感想文の「書き技」を見付けることができる。 

 

２ 本時の展開(全８時間 本時６／８) 

学習活動 指導上の留意点(○)及び評価(◇) 

１ 前時に書いた「手塚治虫」 ○何に気を付けて書いたかを再確認する。 
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の感想文をどのようなとこ

ろに気を付けて書いたかを

確認する。 

 

 

２ 本時のめあてを知る。 

 

 

３ 友達の「書き技」を見付

ける。 

 (グループ学び) 

 

 

 

４ 学習を振り返る。 

 

 

５ 次時の学習を知る。 

 

 ・原稿用紙 1 枚程度  

・常体か敬体かをそろえる。 

「はじめ」 ～な人 

「なか」 自分と結び付ける 

「おわり」自分が今後どうしていくか  など 

 

 

 

○グループ別に、感想文の交換読みをさせる。 

 モデル感想文の「書き技」見付けの活動を想起させ、友達の感想

文の「書き技」を見付けさせる。 

○見付けた「書き技」のよさを付箋に書き、グループで交流させ、

互いに認め合う。  

 

○友達の「書き技」を見付けることができたかを自己評価し、取り

入れたいと思った友達の「書き技」を記述式で書かせる。 

 

○次時は、自分が選んだ伝記の本でマイ感想文を書くことを伝え、

どんな伝記を選んでいるかを確認する。 

○『すごい』と思った部分に付箋を入れた状態で本を準備しておく

ことを指示する。 

 

３ 本時の評価  

評価規準 友達のマイ感想文を読んで、友達の「書き技」を見付けることができる。 

判断の基準 十分満足できる状況(Ａ) おおむね満足できる状況

(Ｂ) 

努力を要する状況の児童 

への支援(Ｃ) 

友達の感想

文に「書き

技」を記入

できている

か。 

読んだ友達の感想文にそ

れぞれ「書き技」を見付け、

記入することができてい

る。 

読んだ友達の感想文のう

ち、1枚でも「書き技」を見

付け、記入することができ

ている。 

「自分」とか「私なら」な

ど自分と結び付けるキーワ

ードを教え、「書き技」を見

付けやすい助言をする。 

評価の方法 感想文・振り返り・行動観察 

 

第５学年 実践事例(７時目) 

１ 本時の目標 

   自分が選んだ伝記でマイ感想文を書くことができる。 

 

《めあて》 友達の感想文を読み、「書き技」を見付け、よさを伝え合おう。 
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２ 本時の展開(全８時間 本時７／８) 

学習活動 指導上の留意点(○)及び評価(◇) 

１ 本時のめあてを知る。 

 

 

２ 書く手順を確認する。 

  

 

 

 

 

 

「すごい」と思ったところに

付箋を入れる児童 

３ マイ感想文を書く。 

 

 

 

 

 

  

「ことばの資料」を活用する

児童 

５ マイ感想文を推敲する。 

  （一人学び・グループ学

び） 

 

 

 

 

 

 

 

６ 学習を振り返る。 

○選んだ伝記(対象人物)の『すごい』と思う部分を確認させる。 

 

 

○「手塚治虫」の感想文を書いたことを思い出させながら、活動を

確認させる。 

                 

 

 

 

 

 

 

○書き方が理解できている児童は、①→④に進んで自力で書かせる。 

○自分の思いや考えに「ぴったり合う言葉」を使えるように資料を

活用するように声を掛ける。 

 

 

 

 

 

 

○「手塚治虫」の感想文で共通理解している「書き技」を提示し、

マイ感想文を自力で推敲させたり、友達と読み合って推敲させた

りする。 

 

 

 

 

 

 

 

○感想文を書く手順に沿って活動することができたか、自力でマイ

感想文を書くことができたかを自己評価させる。 

 

３ 本時の評価  

評価規準 自分が選んだ伝記で 「マイ感想文」を書くことができる。 

判断の基準 十分満足できる状況(Ａ) おおむね満足できる状況 努力を要する状況の児童 

《めあて》 自分が選んだ伝記で「マイ感想文」を書こう。 

「マイ感想文」の手順 

 ① 『すごい』と思った部分に付箋を入れる。 

 ② その事実描写と自分の考えや思いを結び付ける。 

 ③ 『すごい』と思った内容から 「～な人」の言葉を考

える。《資料参照》 

 ④ 大まかな構成を考えて 原稿用紙に書く。 
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(Ｂ) への支援(Ｃ) 

学習をいか

してマイ感

想文を書く

ことができ

るか。 

「書き技」を使って、マイ

感想文を書いている。 

対象人物の生き方に対する

自分の考えを明確にもって

マイ感想文の中に明記して

いる。 

自分と対象人物を結び付け

た内容を 1 つでも入れるよ

うに助言する。(対象児童に

合わせたモデル感想文を提

示する) 

評価の方法 感想文・振り返り・行動観察 

  

第５学年 実践事例(８時目) 

１ 本時の目標 

   友達のマイ感想文を読み、単元を通して学んだことを理解することができる。 

 

２ 本時の展開(全８時間 本時８／８) 

学習活動 指導上の留意点(○)及び評価(◇) 

１ 本時のめあてを知る。 

 

 

 

 

 

 

発表会の練習をする児童 

 

 

 

２ ３人グループで発表会を

行う。 

 ・マイ感想文の発表をする。 

 ・互いに「ほめほめカード」

に、表現のよさを賞賛する

言葉を書き合う。 

・付箋を友達の原稿に貼る。 

 

３ クラスの感想文集を作成

する。 

 ・友達の作品を読む。 

 

４ 感想文集の最終ページに

○ マイ感想文の音読の練習をさせる。 

  

○「書き技」に着目させ、一般化を図るための手立てとして、聞き

手にも、読み手にも「書き技」を書いた札を用意し、マイ感想文

に「書き技」が使われていたら、札を挙げるようにする。 

 

 

 

 

 

 

○お互いの声が届くように、三角形に机を寄せて発表会を行う。そ

れぞれの発表が終わったら、「ほめほめカード」を書かせる。 

○ほめほめカードには、本単元の目標である「人物の生き方に対す

る自分の考えを明確にもつこと」が達成できているかを評価する

内容になるように伝える。                 

 

 

 

○全員分のマイ感想文を用意し、感想文集を作成させる。 

 

○友達の「書き技」を見付けながら、友達の作品を読む時間を確保

する。 

○「手塚治虫」と自分が選んだ対象人物のマイ感想文を書いた単元

《めあて》 グループでマイ感想文発表会をし、クラスの感想文集を作ろう。 
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学習を振り返って、感想を

書く。 

を振り返って、「できるようになったこと」「学んだこと」を文章

で記述させる。 

 

 

３ 本時の評価  

評価規準 単元を振り返り、感想文を書くにあたって学んだことを理解できる。 

判断の基準 十分満足できる状況(Ａ) おおむね満足できる状況

(Ｂ) 

努力を要する状況の児童 

への支援(Ｃ) 

単元を振り

返って学ん

だことを記

述できる。 

感想文を書く際に、書かれ

ている事実描写と自分を

結び付けながら書くとよ

いことに気づいている。 

感想文を書く手順など学習

した内容を記述できてい

る。 

教室掲示やワークシート集

などを振り返って、学習し

た内容を示す。 

評価の方法 振り返り(文章) 

 

 

 

 

 

 

                        

 

 

 

 

    裏表紙「学習の見通しを持とう」 

  

                                                   表紙 

   

 

  

 

 

 

 

 

 

                            

     

 

２時目 「難しい言葉や分かりにくい言

葉を国語辞典で調べよう」 

1 時目 「モデル感想文を読んで『すご

い』を見付けよう」 



18 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８時目 クラスみんなのマイ感想文が 

    綴られたマイ感想文集 

３・４時目 「手塚治虫」を読み、『すごい』

と思う事実を見付けよう。」

 

 
２時目 「難しい言葉や分かりにくい言

葉を国語辞典で調べよう」 

５時目 「手塚治虫」の感想文 

６時目 学習読書をしていた伝記で 

    マイ感想文を書く  
７時目 マイ感想文のグループ発表会 
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イ 授業の考察 

   

 評価テストとその結果 

   大問 １ 文章を読んで、自分の考えを書くために、モデル感想文を参考にして「書

き技」を見付けることができる。 

     

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

        

資料１ 評価テスト 大問１ 
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大問 ２ 

 

 

大問 ２ 

 

    

図１ 評価テスト大問１の正答率と考察 

  

 

 

大問２ 学習で学んだ「書き技」を自分の「書き技」として、活用することができる。 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大問 1では、グループでモデル感想

文から「書き技」を見付け、それを手

掛かりに「手塚治虫」の感想文を書い

た場面を再現しました。①～⑤とも

70％以上の正答率でした。グループで

「書き技」を見付け、「書き技」を参

考に感想文を書き、更にグループ発表

の前に①～⑤の視点で、互いの感想文

を読み合った一連の学習から、「書き

技」を通した感想文の書き方の理解は

深まっていると推測されます。 
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なぜ、そのように思いました

か？ 

○ずっと努力をしている人だ

から。 

○自分にはまねできない立派

な人だから。 

○まねできないから、尊敬す

る。 

○1 日中ずっと働いていたか

ら。 

○自分の夢に向かっているか

ら 

○かしこくて、よい人だから。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

              資料２ 評価テスト 大問２ 

 

大問２①の結果と考察 

      

               

 

 

 

 

 

 

 

表１ 事前テストでの◯◯な人 

 

 

 

 

表２ 評価テストでの◯◯な人 

 

                               表３ ①で○○な人と考えた理由                                

すばらしい人 18％ 

すぐれた人 18％ 

尊敬すべき人 12％ 

努力を続けた人 ９％ 

才能のある人 ６％ 

正直な人 ６％ 

まじめな人 ６％ 

りっぱな人 ６％ 

熱心な人 ３％ 

まっすぐな人 ３％ 

その他 13％ 

すごい人 48％ 

太陽のような人 

(本文から引用) 
15％ 

がんばりや 13％ 

無回答 ３％ 

その他 21％ 
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大問２①では、事前テストで「すごい人」と漠然と記述していた児童が、「ずっと努力をしている人

だから」「自分には真似できない立派な人だから」などと根拠をもって「すばらしい人」「尊敬すべき人」

と記入することができていました。伝記に書かれている事実描写に合う適切な言葉（「ぴったり合う言

葉」）を選び、語彙を増やそうとしたことが分かります。 

  

大問２②の結果と考察 

          

自分と結び付けて書くための視点 評価テスト 

ア 自分は、～と思う。   ・・・自分と似ている・違う・同じという心情 

面での視点で記述している。 
33% 

イ 自分だったら、～する。 ・・・具体的にどのように行動するのかという 

視点で記述している。 
94% 

ウ 自分は、～をまねしたい。・・・ 生き方から学んだことを記述している。 22% 

       表４ 大問２-②「自分と結び付けて書くとどうなるか」の結果（複数解答） 

  事前調査において、自分と結び付けて書くことができた児童は 18％しかいませんでした。大問２②で

は、自分と結び付けて書くことができた児童は 94％でした。自分と結び付けて書くための視点に沿って、

記述の内容をみます。 

ア「自分は～と思う。」という視点では、「もし、ぼくだったら自分を苦しめて人のためにしようとい

う気もちはあまりないと思います。」「わたしだったら、とうていできないと思います。」など、自

分の生活や経験と結び付けて感想を記述していました。 

  イ「自分だったら、～する。」という視点では、ほぼ全員が記述できており、「私だったら農民どころ

か教師もやめないと思います。」など、宮沢賢治の行動に対して、自分が同じ立場だったらどうす

るのかを具体的に記述していました。 

  ウ「自分は、～をまねしたい。」という視点では、「賢治が農民のために、人生をかける生き方をした

ことにびっくりしました。」など、「人のために自分が苦しんでも・・・」と、宮沢賢治の生き方に

触れ、自分だったらどうするか・自分の思い・考えを記述していました。 

   

このようなことから、自分との共通点や相違点を挙げるだけではなく、自分と結び付けて書く視点を 

基に、対象人物の生き方や考え方に気付き、自分の考えをより明確にもつことができるようになってき 

たように思われます。 

   

    

 

単元終了時の振り返りのアンケート 

    あなたは、「伝記を読んで『すごい』を伝えよう」の学習を通して、以下のことは分かる 

ように（できるように）なりましたか。自分のことをふりかえって答えましょう。 
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図１ 単元終了時の振り返りアンケート 

  

学習後の児童の自己評価を見ると、10 の項目全てにおいて、多くの児童が「分かる（できる）」と

自覚しています。モデル感想文を参考にした「書き技」の有用性については、93.5％の児童が有用性 

  を感じています。分かる（できる）ようになったことの自由記述においては、以下のような内容が多

く見られました。 

  ・感想文がすらすら書けるようになった。 

  ・感想文は苦手だったけど、少しだけ好きになった。 

  ・マイ感想文を書けるようになったので、どんな時でも書けるような気がする。 

  ・自分の文章を書いて、自分の書くスピードや書き方が分かった。 

  ・自分の考えを書くのが苦手だったが、人物と自分を結び合わせて考えることができるようになった。 

   「ぴったり合う言葉」を選ぶことについては、77.4％の児童ができるようになったと答えています。 

今後も引き続き「ことばの資料」や国語辞典を日常的に活用させ、語彙を広げさせていきたいと考え 

ています。 

   

「手塚治虫」の感想文とマイ感想文の比較 

   モデル感想文を参考にして最初に書いた「手塚治虫」の感想文と、学習読書をした伝記のマイ感想

文に使われた「書き技」を比較してみました。本単元では、「引用」することは、全員には、望ま

なかったのですが、「書き技」の一つとして比較の対象としました。 

     １ 原稿用紙１枚程度で書くことができているか。 

     ２ 常体か敬体か、揃えることができているか。 

     ３ 「はじめ」「なか」「おわり」の構成になっているか。 

      ① 「はじめ」には、人物を○○な人と表すことができているか。 

      ② 「なか」には、自分と結び付けて、「自分だったら・・・」や似ている点などを 

書くことができているか。 

      ③ 「おわり」には、人物から学んだことや真似したいことなどを書くことができているか。 

    ※４ 引用を正しく使うことができているか。  
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図○ 手塚治虫の感想文とマイ感想文の比較 

            (モデル感想文を参考にした書き技を使っているか)  

 

 

             図２ 手塚治虫感想文とマイ感想文の比較 

    

「手塚治虫」の感想文では、スモールステップで学習活動を仕組んだことで、モデル感想文を参考 

 に書き技を使うことができていました。互いに読み合って修正をしたりしながら、書き技について理 

 解できたものと思われます。マイ感想文では、限られた時間の中で、大変意欲的に書き進める様子は

見られました。10％前後の書き技の使用率は低くなったものの、ほとんどの児童が、最後まで自力で

書き上げることができました。学習読書をした伝記の対象人物を表す言葉については、「貧しい人や 

 苦しむ人たちのために生きた人」「看護のために人生を捧げた人」「サッカーのために全てを注いだ人」

など、一つの単語だけではなく、「ぴったり合う言葉」を自分で選び、組み合わせて書くことができ

た児童もいました。 

  

ウ 成果と課題 

   実践校においては、学習状況調査の結果から、以下のように課題を焦点化し、具体的な手立てを考 

え、授業実践に取り組みました。 

 

◯実践校における課題の焦点化 

    「記述式の問題に無解答が多いこと」 

    「文章を読んで自分の考えを書くことや感想を述べること」 

   

◯課題の解決に向けて必要な力 

    「求められた様式に合わせて書く力」 

    「文章を読んで自分の考えを書く力」 

   

原稿用

紙一枚

程度

常体か

敬体か

揃える

構成(は

じめ・

なか・

おわり)

はじめ

（◯◯

な人）

なか

（自分

と結び

付け

て）

おわり

（学ん

だこ

と）

※引用

手塚治虫 97.0 81.8 72.7 66.7 78.8 57.6 33.3

マイ感想文 87.9 72.7 57.6 66.7 69.7 45.5 21.2
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◯課題の解決に向けた具体的な手立て 

  ［手立て１］「宮沢賢治」のモデル感想文を提示し、「書き技」を見付け、参考にさせる。    

  ［手立て２］自分の考えを書くことへの抵抗を減らすために、スモールステップで手立てを打つ。 

        ・「宮沢賢治」のモデル感想文での学びをマイ感想文につなげる。 

・読み取りの視点(『すごい』を見付ける視点)と、感想をもたせるための視点(自分と

結び付ける視点)を明確にさせる。 

・語彙を広げるために、「ことばの資料」を活用させる。 

  ［手立て３］単元を通した言語活動として、「モデル感想文を参考にしてマイ感想文を書こう」を位

置付け、学習読書を促す。 

  ［手立て４］児童が考えを広めたり深めたりする場として、一人学びとグループ学びを設定する。 

  ［手立て５］振り返りで、キーワードを使って「学習して分かったこと」をまとめさせ、「自分がで

きるようになったこと」を書かせることで、自分の学びを自覚させる。 

 

 【成果】 

  ［手立て１］ 単元の導入で、付けたい力を明確にした「宮沢賢治」のモデル感想文を提示したこと

は効果的でした。グループごとに５つのモデル感想文から見付けた書き技をクラス全体

のものとしてまとめることで、「書き技」の共有化を図ることができ、伝記を読んで、

感想文の書き方を知ることができたようです。 

  ［手立て２］ スモールステップで手立てをとったことで、読み取りの視点と感想をもたせる視点が 

        明確となり、「自分と結び付ける」とはどうすることなのかが理解できたようです。一

つ一つの活動の目的と方法が分かりやすく、児童が自分の考えを書く意欲をもち、その

意欲を持続して書き進められたと思われます。  

  ［手立て３］ 単元に入る前より、学習読書の環境を整えたことで、マイ感想文への期待が高まって

いったようです。感想文を書くという学習課題をもって、マイ感想文に向かって単元を

通し見通しをもち、主体的な活動ができていました。 

  ［手立て４］ 単元を通して、一人学びとグループ学びの場を意図的に取り入れたことで、対象人物

に対する自分と友達の感じ方や考え方の違いを知ることができていました。       

 

 【課題】 

［手立て５］ 「学習を通して分かったこと」と「できるようになったこと」の視点で振り返りをさ

せたことで自分の力をメタ認知するようになりました。しかし、グループ学びでの相互

評価をすることや、評価テストの内容も含めて、身についた力と自信が次の学習に行か

せるよりよい手立てを考える必要があると思います。評価の在り方も含めて、次年度へ

の課題としたいと考えています。 


